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九頭竜中学校開校に向けた進捗状況 

 

１ 部会の開催状況                                   

  

部会名（開催日） 議題 

総務部会 

（兼施設備品部会） 

第１回 

（R6.5.10） 

・ 総務部会（兼施設備品部会）について 

・ 校章の作成方針 

・ 校訓の作成方針 

・ 校歌の作成方針 

・ 学校指定用品の選定方針 

第２回 

（R6.6.7） 

・ 校章デザインの募集 

・ 校訓の作成方針 

・ 校歌の制作に関するアンケート 

・ 学校指定用品に関するアンケート 

第３回 

（R6.7.12） 

・ 校章デザインの募集 

・ 校歌の制作 

・ 制服等の選定 

学校運営部会（兼安

全対策部会） 

第 1回 

（R6.10.7） 

・ 学校運営部会（兼安全対策部会）について 

・ 部活動の検討方針 

・ 通学路の状況 

 

２ 校章（総務部会）                                  

【選定方針】 

 

（１）校章の募集 

  【応募対象者】 

    ・森田中学校１～３年生 

・灯明寺中学校１年生 

※河合地区在住者のみ 

    ・森田小学校５～６年生 

    ・河合小学校５～６年生 

  【応募受付期間】 

    ・令和６年６月２０日（木） 

～７月１９日（金） 

   

 

 

 

（２）校章決定までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 校歌（総務部会）                                  

【制作方針】  

 

（１）アンケート概要（回答者：４９５人） 

   【応募対象者】 

     ・森田中学校１年生及びその保護者 

・灯明寺中学校１年生及びその保護者 ※河合地区在住者のみ 

     ・森田小学校１～６年生の保護者 

     ・河合小学校１～６年生の保護者 

     ・森田中学校教職員 

   【応募受付期間】 

     ・令和６年６月１７日（月）～７月１日（月） 

   【アンケート結果】 

Ｑ 九頭竜中学校の校歌として重視したいポイントについて（選択形式）   

    Ａ 歌いやすさ：３３％ さわやかさ：１８％ 元気さ：１６％（上位３項目） 

   Ｑ 歌詞に取り入れたいフレーズ（ことば）について（自由記載）      

    Ａ 九頭竜川、希望、仲間、未来、笑顔、優しさ、絆、さわやか、夢、元気 など 

   Ｑ その他校歌に関する御意見などについて（自由記載）          

    Ａ 心身の変化が大きな時期の生徒たち全員が歌いやすい校歌が良い 

      地域全体を明るくしてくれる曲になるとよい など 

○ 子どもが参加しやすい分野であるため、学校区内の児童生徒から公募を行う 

○ 地元大学生や地域住民による審査を行う 

○ デザイナーによる手直しを行う 

○ スクールカラー（校章、制服等に使用）は九頭竜川をイメージした青色とする 

５３６点（応募数） 

応募用紙オモテ 応募用紙ウラ 

１００点 

３０点 

５点 

１点 

← 事務局（学校教育課）による選定（8 月） 

← 投票、開校準備委員会による決定 

← 総務部会による選定（11 月予定） 

← 仁愛女子短期大学の学生（デザイン専攻）による選定（10 月） 

デザイナー（森田地区在住）

による加工修正 

○ 作詞・作曲は専門家に依頼する 

○ 九頭竜地域のことを理解してくれる方に制作を依頼する 

○ 児童生徒や保護者にアンケートを行い、フレーズ等を募集する 
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（２）作詞依頼先 

宮下 奈都（みやした なつ）氏 

    福井県福井市出身（福井市在住）の小説家。上智大学文学部哲学科卒業。2004年、「静かな雨」

が第 98回文學界新人賞佳作に入選し、小説家デビュー。2016年、「羊と鋼の森」で第 154回

直木三十五賞（通称、直木賞）候補、第 13回本屋大賞受賞。2017年 NHK全国学校音楽コンク

ール小学校の部課題曲「いまだよ」を作詞。 

 

（３）作曲依頼先 

河野 久寿（かわの ひさとし）氏 

    長崎県長崎市出身（福井市在住）の作曲家。1999年国立音楽大学音楽学部作曲学科を首席に

て卒業（有馬賞受賞）。2001年同大学院音楽研究科作曲専攻修了。第 5回東京国際室内楽作曲

コンクール第 3位受章等。ながさき音楽祭における作編曲、2014年長崎がんばらんば国体・

2016 年ねんりんピック長崎・2021 年長崎開港 450 周年式典音楽などの式典楽曲や、現代音

楽・劇音楽・電子音楽・popsまで幅広い音楽を手掛ける。Apple Musicなどのサブスクリプ

ションにて現在アルバム 3 枚シングル 1 枚を配信。また民謡を現代的なアレンジで演奏する

コンテンポラリー音楽ユニット「遊法師」のメンバーとしても活動している。 2008年 4月か

ら 2024 年 3 月まで仁愛女子短期大学専任講師、准教授。2024 年 4 月より山梨大学大学院准

教授。 

 

（４）校歌制作の流れ 

    令和７年９月まで  作詞、作曲、調整、譜面作成、デモテープ作成 

     

 

    令和８年３月まで  森田中学校１～２年生を中心に新校歌の練習 

 

 

    令和８年４月上旬  開校記念式典でお披露目 

 

 

４ 校訓（総務部会）                                  

【策定方針】  

 

 

 

５ 制服等（総務部会）                                 

【選定方針】  

 

（１）アンケート概要（回答者：４９５人） 

   【応募対象者、受付期間】 

     ・校歌アンケートと同時実施のため、「３ 校歌 （２）アンケート概要」を参照 

   【アンケート結果】 

Ｑ 新制服のイメージとして重視したいポイントについて （選択形式）   

    Ａ 可愛らしさ、かっこよさ：３６％ 清潔さ：２７％ さわやかさ：１１％（上位３項目） 

   Ｑ 新制服で配慮していくとよいと考えるポイントについて（選択形式）   

    Ａ 清潔面：２５％ 機能性：２４％ 耐久性：１６％ 経済性：１５％（上位４項目） 

   Ｑ その他制服に関する御意見について（自由記載）            

    Ａ ジェンダーレスな制服（男女関係なく着用できる、色、デザイン）が良い 

温度調節ができるものが良い 

成長期の成長に対応できるものが良い 

      全て新しくするのではなく、使えるものは使いたい 

高い出費はしたくない 

実際に見て投票したい など 

 

（２）制服、体操服選定の流れ 

    令和６年 ７月２２日 募集要項の公表 

令和６年１０月２５日 プレゼンテーション審査 

    令和６年１１月中旬  事業予定者決定 

    令和６年１２月中旬  デザイン案を数点展示、投票 

    令和７年 ２月上旬  デザイン決定 

    令和７年１１月上旬  採寸、注文受付開始 

    令和８年 ３月中旬  受け渡し 

 

 

 

○ 九頭竜中学校開校後に、新体制で校訓を策定する 

○ 令和７年度中に、森田中学校を中心として開校後の校訓策定に向けた検討を重ねる 

○ 機能的で多様性に配慮した制服（ブレザー）、体操服を導入する 

○ 児童生徒や保護者にアンケートを実施し、重視したいポイント等について意見を聞く 

○ 制服、体操服の製造事業者をプロポーザルで選定し、決定後、投票により最終デザインを

決定する 

○ 導入は開校時の１年生からとし、在校生は希望に応じて購入ができるものとする 

○ 当分の間は経過措置期間を設け、お下がり等の従来の制服も着用できるものとする 

○ その他学校指定用品（靴、カバン等）の選定は、今後検討していく 
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７ 部活動（学校運営部会）                                                     

【今後の方針】 

 

（１）＜参考＞福井市の部活動の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）森田中学校の部活動の現状 

森田中学校の部活動（R6） 

軟式野球 

サッカー 

女子ハンドボール 

剣道 

男子バドミントン 

女子バドミントン 

女子ソフトテニス 

女子バレーボール 

男子卓球 

吹奏楽 

美術 

情報 

 

 

８ 通学路（安全対策部会）                                                      

【今後の方針】 

 

（１）第１回開校準備委員会（R6.3.25）での委員からの意見及びその対応策 

   （意見①）生徒が、石盛跨線橋とアンダーパスのどちらも通行できるようにすべき。   

（対応策）両方通ることができるよう、南北に接続する通学路を新たに設定する。 

   （意見②）アンダーパスを安全に通行するために、照明等により明るさを確保すべき。    

   （対応策）通学路として設定しているアンダーパスについて、道路管理者である市道路課に対

し、照明灯設置予算（令和７年度当初予算）の計上を要望する。 

   （意見③）狭いアンダーパスはスクールゾーンなどで制限すべき。             

（対応策）令和５年度、令和６年度に警察に対し、通学時間帯における自動車の通行規制の設

定を要望している。※現在、警察で検討中。 

   （意見④）下森田上野本町線は児童生徒が多数通行するため、安全対策を講じるべき。    

（対応策）九頭竜中学校から一定の距離内に居住する生徒の通学路の自転車利用を制限する

（森田中学校を参考）、道路の両側にある歩道を小学生と中学生で片側ずつ利用す

るようにするなどの対策を検討する。 

（意見⑤）ハピラインふくい線を通過するアンダーパス、オーバーパスを整備すべき。    

（対応策）鉄道事業者、警察など関係機関と検討、研究していく。開校後の通学路の状況を踏

まえたうえで検討する。 

 

（２）学校周辺の整備方針（案） 

 

 

 

 

 

○ 福井市の方針に基づき、九頭竜中学校も他校と同様、開校後から休日の部活動は行わない 

○ これまで森田中学校で進めてきた取組を、九頭竜中学校に引き継ぐ 

○ 子どもたちが地域で活動できる場（地域クラブ、公民館活動等）について検討を行う 

○ 今後、学校運営部会の委員とともに通学路の視察を行う 

○ 令和７年度に安全対策事業費を計上し、所要の整備を行う 

○ 安全な通学方法などについて学校等との協議を進める 

その他学校指定用品（靴、カバン等）の選定は、今後検討していく 

今後数年間でさらに各学校で生徒数が減少し、今以上に「単独校ではチームを編成できない」

「やりたい部活動が学校にない」「専門的に指導できる顧問がいない」といったケースが増加 

令和７年度末で休日の部活動を廃止し、地域のスポーツ・文化芸術団体等が既に行っている活動を中心

に、中学生が地域クラブ活動に参加できるよう、家庭・学校・地域との連携を図る。 

福井市方針（R6.1.31） 

令和 8年 4月からは平日のみの活動となる。 

 

現在の部活動は継続して活動する予定であるが、今後、

地域クラブ等との協議を進めていく中で、部員数の減少

などにより部活動として存続できない可能性もある 

 


